








小児 UTⅠ症例 565 例を対象とし、VURの合併頻度・発見動機並びに VCGの施行意義につき

検討した。その結果、VCG 施行率の上昇と共に VUR 発見率も向上した。また、初回感染で

無熱の症例でも、特に 1歳未満で肉眼的血尿・腹部腫瘤などを主訴とする愚者では VUR 合

併頻度は比較的高率であった。また、VUR の程度もⅣ度以上の重度の症例が高頻度に見い

だされた。適切な VCG の施行基準の設定に基づく積極的な施行が VUR の早期発見につなが

るものと推察された。 


